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(57)【要約】
【課題】処置具突出口から突出された処置具の先端部分
が通過する処置具案内孔を、先端フードが粘膜等に押し
付けられた状態でもスムーズに回動させて処置具の突出
方向を制御することができ、しかも、処置具の突出方向
を制御するための機能が組み込まれていない汎用の内視
鏡でも処置具の突出方向を制御できるようにすることが
できる内視鏡の処置具起上装置付先端フードを提供する
こと。
【解決手段】処置具１００の先端部分が通過する処置具
案内孔２３を備えた処置具案内環２４が、先端フード筒
２１の内周部に軸線周り方向に回転自在に嵌合配置され
ると共に、挿入部１１の基端側から処置具案内環２４を
回転駆動してその向きを制御するためのフレキシブルな
処置具案内環駆動軸２８が、先端フード筒２１から後方
に延出配置されている。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の挿入部の先端に着脱自在に取り付けられる先端フード筒が前方に向かって開口
する筒状に形成されて、上記挿入部の先端面に形成された処置具突出口から前方に突出さ
れる処置具の先端部分の向きを変換するための処置具案内手段が上記先端フード筒に設け
られた内視鏡の処置具起上装置付先端フードにおいて、
　上記先端フード筒が上記挿入部の先端に回転不能に取り付けられ、上記処置具案内手段
として、上記処置具突出口から突出された処置具の先端部分が通過する処置具案内孔を備
えた処置具案内環が、上記先端フード筒の内周部に軸線周り方向に回転自在に嵌合配置さ
れると共に、上記挿入部の基端側から上記処置具案内環を回転駆動してその向きを制御す
るためのフレキシブルな処置具案内環駆動軸が、上記先端フード筒から後方に延出配置さ
れていることを特徴とする内視鏡の処置具起上装置付先端フード。
【請求項２】
　上記処置具案内環が、上記先端フード筒に対して脱着自在に設けられている請求項１記
載の内視鏡の処置具起上装置付先端フード。
【請求項３】
　上記先端フード筒の内周面に先端側の内径が小さな段部が形成されていて、上記先端フ
ード筒が上記挿入部の先端に取り付けられた状態では、上記処置具案内環が上記段部と上
記挿入部の先端面との間に緩く挟み込まれた状態になり、上記先端フード筒が上記挿入部
の先端から外された状態では、上記処置具案内環が上記先端フード筒内から後方に脱着自
在である請求項２記載の内視鏡の処置具起上装置付先端フード。
【請求項４】
　上記処置具案内環が、歯車機構を介して上記処置具案内環駆動軸により回転駆動される
請求項１ないし３のいずれかの項に記載の内視鏡の処置具起上装置付先端フード。
【請求項５】
　上記処置具案内環駆動軸が、可逆回転自在なモータで基端側から回転駆動される請求項
４記載の内視鏡の処置具起上装置付先端フード。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、内視鏡の挿入部の先端に着脱自在に取り付けられる内視鏡の処置具起上装
置付先端フードに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の先端フードは、前方に向かって開口する筒状に形成されたものが一般的であり
、先端フードを軸線周り方向に回転させることにより、内視鏡の挿入部先端から突出され
る処置具の向きを制御できる付加機能を備えたものもある（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開昭５４－８８６８１　第５図、第６図等
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　特許文献１に記載された内視鏡の処置具起上装置付先端フードでは、処置具突出口から
突出された処置具の先端部分が通過する処置具案内部が先端フード自体に形成されていて
、先端フード全体を挿入部の先端で軸線周り方向に回転させることにより、処置具の突出
方向が変えられるようになっている。
【０００４】
　しかし体内では、先端フードが粘膜等に押し付けられた状態になりがちであり、その結
果先端フードがスムーズに回転することができず、処置具の突出方向を変えようとした時
にそれができなくなってしまう場合がある。
【０００５】
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　また、特許文献１に記載された発明では、先端フードを回転駆動するための駆動軸が内
視鏡内に組み込まれているので、そのような駆動用の操作軸が組み込まれた専用の内視鏡
でしか使用することができない。
【０００６】
　本発明は、処置具突出口から突出された処置具の先端部分が通過する処置具案内孔を、
先端フードが粘膜等に押し付けられた状態でもスムーズに回動させて処置具の突出方向を
制御することができ、しかも、処置具の突出方向を制御するための機能が組み込まれてい
ない汎用の内視鏡でも処置具の突出方向を制御できるようにすることができる内視鏡の処
置具起上装置付先端フードを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の処置具起上装置付先端フードは、内視鏡
の挿入部の先端に着脱自在に取り付けられる先端フード筒が前方に向かって開口する筒状
に形成されて、挿入部の先端面に形成された処置具突出口から前方に突出される処置具の
先端部分の向きを変換するための処置具案内手段が先端フード筒に設けられた内視鏡の処
置具起上装置付先端フードにおいて、先端フード筒が挿入部の先端に回転不能に取り付け
られ、処置具案内手段として、処置具突出口から突出された処置具の先端部分が通過する
処置具案内孔を備えた処置具案内環が、先端フード筒の内周部に軸線周り方向に回転自在
に嵌合配置されると共に、挿入部の基端側から処置具案内環を回転駆動してその向きを制
御するためのフレキシブルな処置具案内環駆動軸が、先端フード筒から後方に延出配置さ
れているものである。
【０００８】
　なお、処置具案内環が、先端フード筒に対して脱着自在に設けられていてもよく、その
場合、先端フード筒の内周面に先端側の内径が小さな段部が形成されていて、先端フード
筒が挿入部の先端に取り付けられた状態では、処置具案内環が段部と挿入部の先端面との
間に緩く挟み込まれた状態になり、先端フード筒が挿入部の先端から外された状態では、
処置具案内環が先端フード筒内から後方に脱着自在であってもよい。
【０００９】
　また、処置具案内環が、歯車機構を介して処置具案内環駆動軸により回転駆動されるよ
うにしてもよく、処置具案内環駆動軸が、可逆回転自在なモータで基端側から回転駆動さ
れるようにしてもよい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、処置具突出口から突出された処置具の先端部分が通過する処置具案内
孔を備えた処置具案内環が、先端フード筒の内周部に軸線周り方向に回転自在に嵌合配置
されると共に、挿入部の基端側から処置具案内環を回転駆動してその向きを制御するため
のフレキシブルな処置具案内環駆動軸が、先端フード筒から後方に延出配置されているこ
とにより、先端フードが粘膜等に押し付けられた状態でも処置具案内孔をスムーズに回動
させて処置具の突出方向を制御することができ、しかも、処置具の突出方向を制御するた
めの機能が組み込まれていない汎用の内視鏡でも処置具の突出方向を制御することができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　内視鏡の挿入部の先端に着脱自在に取り付けられる先端フード筒が前方に向かって開口
する筒状に形成されて、挿入部の先端面に形成された処置具突出口から前方に突出される
処置具の先端部分の向きを変換するための処置具案内手段が先端フード筒に設けられた内
視鏡の処置具起上装置付先端フードにおいて、先端フード筒が挿入部の先端に回転不能に
取り付けられ、処置具案内手段として、処置具突出口から突出された処置具の先端部分が
通過する処置具案内孔を備えた処置具案内環が、先端フード筒の内周部に軸線周り方向に
回転自在に嵌合配置されると共に、挿入部の基端側から処置具案内環を回転駆動してその
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向きを制御するためのフレキシブルな処置具案内環駆動軸が、先端フード筒から後方に延
出配置されている。
【実施例】
【００１２】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図１は、内視鏡１０に対して着脱自在な処置具起上装置付先端フード２０が内視鏡１０
に取り付けられて、そこから処置具１００の先端部分が前方に向かって突出した状態の側
面断面図、図２は平面断面図、図３は正面図、図４は斜視図である。但し、図２は処置具
挿通チャンネル１４の軸線位置の断面が複合して図示されている。
【００１３】
　１１は、内視鏡１０の可撓性の挿入部であり、その先端に連結された先端部本体１２の
先端面に、図３及び図４に示されるように観察窓１３が配置されている。観察窓１３と並
んで配置されている照明窓や送気送水ノズル等の図示は省略されている。
【００１４】
　図１及び図２に示されるように、挿入部１１内には、可撓性チューブからなる処置具挿
通チャンネル１４が全長にわたって挿通配置され、その出口である処置具突出口１４ｏが
先端部本体１２の先端面に前方に向けて開口している。処置具突出口１４ｏは、先端部本
体１２の先端面の中心に対し偏位した周辺寄りの位置に形成されている。
【００１５】
　処置具起上装置付先端フード２０は内視鏡１０に対して着脱自在であり、図５は、処置
具起上装置付先端フード２０が内視鏡１０に取り付けられていない状態を示している。先
端部本体１２に対して着脱自在に取り付けられる先端フード筒２１は、弾力性のある材料
により前方に向かって開口する略円筒状に形成されている。
【００１６】
　そのような先端フード筒２１の後半部分（各図において右寄りの部分）は、先端部本体
１２の外周を弾力的に締め付ける程度の寸法に形成されているので、その部分を押し広げ
ることにより、図１及び図２に示されるように、先端フード筒２１を先端部本体１２の外
周に被さる状態に取り付けることができる。
【００１７】
　そして、その状態では、先端フード筒２１の後端内周面に内方に向かって小さく突出形
成された抜け止め突起２２が、先端部本体１２の外周面に凹んで形成された係合凹部１５
と係合することにより、先端フード筒２１が軸線方向及び軸線周り方向のどちらにも移動
できない状態に先端部本体１２に固定される。ただし、その他の手段により先端フード筒
２１が先端部本体１２に回転不能に固定されるようにしてもよい。
【００１８】
　先端フード筒２１が先端部本体１２に取り付けられた状態から、先端フード筒２１の後
半部分をある程度以上の強い力で弾性変形させれば、抜け止め突起２２を係合凹部１５か
ら外して、図５に示されるように、先端フード筒２１を先端部本体１２から外れた状態に
することができる。
【００１９】
　先端フード筒２１の中間部分の内周部には、処置具突出口１４ｏから突出された処置具
１００の先端部分が通過する処置具案内孔２３を備えた処置具案内環２４（処置具案内手
段）が、軸線周り方向に回転自在に嵌合配置されており、処置具案内環２４を回転させて
処置具案内孔２３を変位させることにより、処置具１００の先端部分の突出方向を変換す
ることができる。
【００２０】
　処置具案内環２４は、図６に単体で図示されるように、全体として円筒形状に形成され
ていて、その先端面の一部分を塞ぐように形成された板状部２５に処置具案内孔２３が穿
設され、処置具案内環２４の外周には歯車溝２６が部分的に形成されている。ただし、歯
車溝２６が全周に形成されていても差し支えない。
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【００２１】
　図１及び図５に示されるように、先端フード筒２１の内周面には、先端側の内径が小さ
な段部２１ａが形成されていて、図１や図２等に示されるように、先端フード筒２１が先
端部本体１２に取り付けられた状態では、処置具案内環２４が段部２１ａと先端部本体１
２の先端面との間に緩く挟み込まれた状態になる。その状態では、処置具案内環２４は軸
線周り方向に回転自在であり、軸線方向への移動は段部２１ａと先端部本体１２の先端面
とにより規制されている。したがって、当接し合う段部２１ａと先端部本体１２の先端面
等に、滑りをよくする摩擦抵抗低減処理等を施しておくとよい。
【００２２】
　また、図５に示されるように先端フード筒２１が先端部本体１２から外された状態では
、処置具案内環２４が先端フード筒２１内から後方に脱着自在であり、図７に示されるよ
うに、処置具案内環２４を先端フード筒２１から簡単に分離して、先端フード筒２１と処
置具案内環２４を各々個別に容易に洗浄消毒することができる。
【００２３】
　図５及びそのVIII－VIII断面を図示する図８に示されるように、先端フード筒２１の側
壁部には、処置具案内環２４の歯車溝２６と噛み合う歯車機構２７が内蔵されていて、そ
の歯車機構２７で処置具案内環２４を回転駆動して処置具案内環２４の向きを制御するた
めのフレキシブルな処置具案内環駆動軸２８が、先端フード筒２１から後方に延出配置さ
れている。
【００２４】
　処置具案内環駆動軸２８は、軸線周り方向に回転自在に柔軟なガイドチューブ２９内に
全長にわたって挿通配置されている。なお、歯車機構２７は単独歯車でもよく、或いは複
数の歯車が噛み合わされた歯車群等であってもよい。
【００２５】
　図９は、挿入部１１の基端に連結された操作部１５を示している。操作部１５には、処
置具挿通チャンネル１４の入口である処置具挿入口１４ｉや、処置具案内環駆動軸２８を
基端側から回転駆動するための可逆回転自在なモータ１６等が配置されている。
【００２６】
　１７はモータ１６を正回転させるための押しボタンスイッチ、１８は逆回転させるため
の押しボタンスイッチであり、いずれも、指先で押し込み操作されている最中だけモータ
１６が回転するタイプのものである。
【００２７】
　その結果、二つの押しボタンスイッチ１７，１８を適宜に押し込み操作することにより
、処置具案内環駆動軸２８を介して処置具案内環２４を任意の方向に任意の角度だけ回転
させて停止させることができる。ただし、モータ１６に代えて、処置具案内環駆動軸２８
を手動で回転させる機構等が設けられていてもよい。
【００２８】
　図１０と図１１は、処置具突出口１４ｏから前方に突出した処置具１００の先端部分の
突出方向が処置具案内環２４で制御されている状態を示す正面図と平面断面図であり、矢
印Ａで示されるように処置具案内環２４が先端フード筒２１内で回転駆動されると、処置
具案内環２４に形成されている処置具案内孔２３が回動することにより、その中を通過し
ている処置具１００の先端部分の向きが矢印Ｂで示されるように左斜め前方方向に変えら
れる。
【００２９】
　また、処置具案内環２４が逆方向に回転駆動されると、二点鎖線で示されるように処置
具１００の突出方向が右斜め前方に変えられ、押しボタンスイッチ１７，１８を適宜に操
作することにより、その間の任意の位置で静止状態にすることができる。
【００３０】
　このようにして、先端フード筒２１内で処置具案内環２４を回転させることにより処置
具案内孔２３が回動して、処置具１００の先端部分の突出方向を変えることができるので
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実に制御することができる。
【００３１】
　なお、処置具１００を引き抜く際に処置具案内孔２３を元の位置へ戻す必要があるので
、例えば、二つの押しボタンスイッチ１７，１８を同時に押すと、そのような制御がなさ
れるようにしておけば便利である。或いは、そのような制御をさせるための第３の押しボ
タンスイッチ（図示せず）等を設けてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の実施例の内視鏡の処置具起上装置付先端フードが内視鏡に取り付けられ
て処置具が突出した状態の側面断面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡の処置具起上装置付先端フードが内視鏡に取り付けられ
て処置具が突出した状態の平面断面図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡の処置具起上装置付先端フードが内視鏡に取り付けられ
て処置具が突出した状態の正面図である。
【図４】本発明の実施例の内視鏡の処置具起上装置付先端フードが内視鏡に取り付けられ
て処置具が突出した状態の斜視図である。
【図５】本発明の実施例の内視鏡の処置具起上装置付先端フードの側面断面図である。
【図６】本発明の実施例の処置具案内環の単体の斜視図である。
【図７】本発明の実施例の内視鏡の処置具起上装置付先端フードから処置具案内環が外さ
れた状態の側面断面図である。
【図８】本発明の実施例の図５におけるVIII－VIII断面図である。
【図９】本発明の実施例の内視鏡の操作部の側面略示図である。
【図１０】本発明の実施例の内視鏡の処置具起上装置付先端フードによる処置具の突出方
向制御状態を示す正面図である。
【図１１】本発明の実施例の内視鏡の処置具起上装置付先端フードによる処置具の突出方
向制御状態を示す平面断面図である。
【符号の説明】
【００３３】
　１０　内視鏡
　１１　挿入部
　１２　先端部本体
　１３　観察窓
　１４　処置具挿通チャンネル
　１４ｏ　処置具突出口
　１５　操作部
　１６　モータ
　１７，１８　押しボタンスイッチ
　２０　処置具起上装置付先端フード
　２１　先端フード筒
　２１ａ　段部
　２３　処置具案内孔
　２４　処置具案内環（処置具案内手段）
　２６　歯車溝
　２７　歯車機構
　２８　処置具案内環駆動軸
　２９　ガイドチューブ
　１００　処置具
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